
 

 

 
 

 
 

☆今日７月７日は、核兵器禁止条約が採択されて２周年の記念日。昨年１周年は、国際的な「ピースウエ

ーブ」として準備しましたが、「記録的豪雨」警報のため、兵庫県史上はじめて行進を中止せざるを得な

くなりました。今年は、平和行進開始前の午前に、禁止条約２周年記念行動を阪急川西能勢口前で行いま

した。参院選挙の真っ只中の行進になりますが、元気に沿道の市民に訴えていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

（高砂市と南あわじ市） 
 

県被団協が新しい 

首長顔写真チラシを作成 

☆昨年、顔写真入りポスタ

ーを作成して評判を集め

ました。その時の掲載者は、

県知事、神戸市、尼崎市、

伊丹市、宝塚市、川西市、

西宮市、芦屋市、丹波市、

篠山市、淡路市、福崎町、

神河町、市川町の１５首長

でした。 

☆新しい顔写真チラシには、改選して新首長になった川西市、芦屋市、福崎町はじめ前回になかった

姫路市（改選新規）、明石市、猪名川町を含め 18 市町長が賛同しています。県被団協は３万枚を作

成予定で、兵庫県原水協で２万枚を活用することにしています。 

20万筆を突破―世界大会までに30万に！世界大会代表200人を長崎に！ 

宝塚市役所前の末広中央公園に被爆アオギリ２世を植樹 

 

 

［本日のコース＝約 10キロ］川西市役所（正午・大阪から引継ぎ／13時発）－休憩・阪急雲雀丘

駅北―休憩・あいあいパーク前公園―手塚治虫記念館（宝塚市の非核宣言記念碑「火の鳥モニュメン

ト」）―休憩・宝塚大橋―阪急逆瀬川駅前―宝塚市役所（17時頃） 
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☆爆心地から 1.3㌔の場所で熱戦と爆風を受け、幹の半分がえぐられたアオギリの種から育

った苗。2009年、初当選した中川智子市長の初仕事として、平和市長会議に加盟したのを

記念して広島市に依頼して植樹。「平和祈念ベンチ」を市民の募金で設置するなど多彩な平和

行政を繰り広げています。 



◇４日、豊岡市の河梨峠で、日本海コース（富山

～広島）が京都府から引継がれました。兵庫県実

行委員会の田中信一（平和委員会事務局長）、但

馬原水協福井茂夫会長が「引継ぎ」のあいさつ。

通し行進者、山田太枝さんが広島まで行進を続け

る決意を表明。引継ぎ後すぐに旧城崎町（合併で

豊岡市に）に移動し行進を開始。兵庫県内通し行

進の田中さん、湊崎紀代美さん、福山さん（但馬年金者組合）

らを先頭に、有名な温泉街を行進。地元で、事前に沿道に折り

紙や署名用紙などを配布、案内していて、署名用紙や折り鶴と

募金を手渡してくれました。 

◇神戸市中央区で、兵庫県原水協が６・９行動。県

原水協の津川知久筆頭代表理事、兵庫労連の成山太

志議長、新婦人の垣本千里平和部長、平和委員会の

大森幹雄事務局次長など９人が、核兵器禁止条約に

調印する政治を実現しようなどと訴え。在日のドイ

ツ人女性は署名しながら、「日本の憲法は絶対に変

えてはダメ！もっとたくさん署名を集めて」と激励

の声をかけて行きました。平和行進が兵庫県入りする７日は、阪急川

西能勢口で禁止条約２周年の署名行動を予定。 

 

 

 

［核兵器廃絶平和都市宣言／宝塚市議会］ 

清くすみきった空、清らかな武庫川の流れ、緑あふれる六甲・長尾の山々

…。この素晴らしい自然と明るくおだやかな暮らしは宝塚市民すべての願

いです。このような私たちの願いに反し、世界では依然として、人間同士

の悲しむべき争いが絶えず、しかも地球上の全生命を滅ぼすことのできる

核兵器が蓄積されてきました。しかし、人類の平和への切実な願いが全世

界に高まり、大きなうねりとなって、ようやく戦略核兵器の縮小や、各地

域の紛争解決への明るい兆しが見えようとしています。私たちは、このよ

うなときにこそ、戦争を、そして核兵器をなくし、世界の恒久平和を強く

願わずにはいられません。ここに、宝塚市は憲法の平和精神に基づき、恐

るべき核兵器の廃絶を願い、永遠の平和社会を築くことを誓い、「非核平

和都市」とすることを宣言します。 

平成元年３月７日          宝塚市 

［非核平和都市に関する決議／川西市議会］ 

世界中の人々が等しく平和な暮らしを営むことは、人類共通の願いです。そ

れにもかかわらず、地球上の全生命を滅ぼしてもなお余るほどの核兵器が蓄

積され、世界の平和に深刻な脅威を与えています。わが国は世界で最初の核

被爆国として、核兵器と戦争の恐ろしさを全世界に訴え、その惨禍を絶対に

繰り返させてはなりません。  

 私たちは先祖から受け継いできた猪名川の清流、豊かな緑、そして人類共

通の財産である青く美しい地球を永遠に守り続けていくためにも、核兵器を

つくらず・持たず・持ち込ませずの「非核三原則」を遵守するとともに、恐

るべき核兵器の廃絶を願い、人と人とが憎しみあい傷つけあうことのない世

界の創造を求めて、ここに市民の総意のもと、川西市を「非核平和都市」と

することを宣言します。 

平成元年 7 月 14 日          川西市 

明日八日（月）のコース＝約２０キロ＊宝塚市役所（９時集合、９時半発）－安倉－休憩・伊丹スポ

ーツセンター（10 時 45 分頃／伊丹側と引継）－陸上自衛隊第 3 師団西側（要請書提出）－伊丹市役

所（正午着、13時発）－休憩・伊丹シティホテル前－休憩・塚口長溝公園（15時頃／尼崎と引継）－

休憩・尼崎市役所（16時半頃）－三和本通り－阪神尼崎駅北（18時頃） 

本日のコースの沿道募金実績  川西→宝塚 昨年／警報で行進中止、2017 年／18,691 円、16 年／24,901 円、15 年／14,450 円、14 年／

12,516 円、13 年／13,854 円、12 年／27,963 円、11 年／１４，３０３円、02年／４４，９２１円、2000 年／４８，９５８円（最高！） 

 


